
 

2022 年 8 月 5 日 

スズキ、２０２３年３月期第１四半期決算を発表 
・売上構成変化等の改善、インド等での販売増加、および為替影響等により増収増益 

 
１．第１四半期決算の業績概況 

売上高は 1 兆 634 億円となり、前年同期に比べ 2,180 億円（25.8％）増加、全ての四半期で過去最高
となりました。国内売上高は減産影響により前年同期に比べ減少しましたが、海外売上高は値上げを含
む売上構成変化等の改善、インド等での販売増加、および為替影響等により、7,970 億円と前年同期に比
べ 2,245 億円（39.2％）増加しました。営業利益は原材料価格高騰の影響を増収効果等によりカバーし、
745 億円と前年同期に比べ 200 億円（36.8％）増加しました。 

経常利益は金融収支の減少等により 898 億円と前年同期に比べ 210 億円（19.0％）減少、親会社株主
に帰属する四半期純利益は 583 億円となり旧豊川工場跡地売却益を計上した前年同期に比べ 265 億円
（31.2％）減少しました。  

２．各セグメントの状況 
（１）四輪事業 

売上構成変化等の改善、インド等での販売増加、および為替影響等により、売上高は 9,401 億円と前
年同期に比べ 1,813 億円（23.9％）増加しました。営業利益は原材料価格高騰の影響を増収効果等に
よりカバーし、564 億円と前年同期に比べ 144 億円（34.2％）増加しました。 

（２）二輪事業 
インドや北米等での卸販売増加、および為替影響等により、売上高は 863 億円と前年同期に比べ 288

億円（50.1％）増加、営業利益は 83 億円と前年同期に比べ 39 億円（87.3％）増加しました。 
（３）マリン事業 

北米での船外機販売が堅調に推移していることや為替影響等により、売上高は 343 億円と前年同期
に比べ 83 億円（31.9％）増加、営業利益は 92 億円と前年同期に比べ 24 億円（36.6％）増加しまし
た。売上高、営業利益とも全ての四半期で過去最高となりました。 

（４）所在地別 
日本は為替影響や輸出の増加等により増収増益、アジアは値上げを含む売上構成変化等の改善やイ

ンドでの販売増加等により増収増益、その他地域はアフリカでの販売増加等により増収増益となりま
した。欧州は製品の供給不足に伴う販売減少により減収減益となりました。  

３．連結業績予想 
世界的な景気後退リスクが高まるなか、現時点で通期業績予想について合理的に見積もるには時期

尚早と判断し、今回は前回予想から変更しておりません。 
市場動向を含めた経営環境の先行きを見極めたうえで、第２四半期決算発表の際に改めて判断させ

ていただきます。  
【前回予想から変更無し】 
 売     上    高 3 兆 9,000 億円 （前期比  9.3%増） 
 営  業  利  益 1,950 億円 （前期比  1.8%増） 
 経  常  利  益 2,200 億円 （前期比 16.3%減） 
 親会社株主に帰属する当期純利益 1,350 億円 （前期比 15.8%減） 
（為替レート）1 米ドル＝ 120 円、1 ユーロ＝ 130 円、1 インドルピー＝ 1.60 円  
 ※連結業績予想につきましては、リスクや不確実性を含んでおり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業
績は、さまざまな要因の変化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある
要因には、主要市場における経済情勢及び需要の動向、為替相場の変動(主に米ドル／円相場、ユーロ／円相場、インドルピー／円相
場)などが含まれます。 


